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― やさしく かしこく つよく ― 

柿小だより 
                                     令和元年６月21日 柿崎小学校発行 

 

６月は「いじめ見逃しゼロ強調月間」です 

 

校長 上野  宏   

 梅雨に入っていますが、気持ちよく過ごせる日が続いています。この時期の晴れた日

は、風も爽やかでとても過ごしやすいと思います。時折、豪雨等の予報も聞かれますが、

適度な量の雨であることを願います。また、過日の地震では、下越地方で大きな被害があ

り、ご親戚、知人がおいでの方はご心配のことと思います。学校では、引き続き、地震災

害等での児童の安全な避難について、保護者の皆様のご理解ご協力をいただきながら指導

を行ってまいります。 

 さて、新潟県では、６月を「いじめ見

逃しゼロ強調月間」としています。新年

度が始まって２か月。友達関係での悩み

や問題が生じやすい時期ということか

ら、「いじめ見逃しゼロ県民会議」が中

心となって強調月間と定めました。この県民会議では、様々な取組の実施やリーフレット

の作成を行っています。県のホームページで見ることができますので参考にしてくださ

い。（https://www.ijimetaisaku.pref.niigata.lg.jp/） 

 柿崎小学校でも、いじめを見逃さないよう、日々、努めています。６月の生活朝会で

は、友達との優しい言葉の交わし方を考えさせ、学んだことを海っ子班行事のふれあいデ

ーで実践させたり、日々の生活で使うよう呼びかけたりしています。また、全児童に学校

生活アンケートを行い、学級や学校内のいじめの有無を調査しています。調査を基に、担

任が全児童と面談し、悩み事の相談に乗ったり、聞き取った問題の解決に努めたりしてい

ます。 

 しかし、それでもいじめを見付けることができないことがあります。もし、お子さんの

様子で心配なことがありましたら、すぐに学校にお知らせください。 

 学校では、保護者並びに地域の皆様と共に、子どもたちが明るく元気よく過ごすことが

できるよう、これからもいじめのない学校づくりに努めてまいります。 

はまどり 
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１年生の活動 

1年生の学年目標は、「なかよし チャレンジ きずな３４」です。1年生にとっては

初めての小学校生活や学習に、戸惑うことが多くあると思います。そんな中でも、「みん

なと仲良く、いろいろなことにチャレンジし、友達や動物、これから出会うたくさんの人

たちと絆を深めたい」と設定しました。入学してからどんなことにチャレンジしたか、簡

単に紹介します。 

 
読書カードの書き方を教えてもらったよ 

知らない人にはついていかないよ ヤギさんの入学式の準備をしているよ 

みんなと協力して砂と仲良しになったよ 

けん盤ハーモニカの使い方を習ったよ 朝顔さんの観察日記を書いているよ 



 

６月４日（火）～６月１３日（木） 

【お話会で楽しい本に出会いました！】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これは、縦割り班の読み聞かせの様子です。6年生が、自分の班の下学年の友達に聞かせ

てあげたい楽しいお話を選び、朝学習の時間に読んでくれました。短い時間でしたが、「お

もしろい！」「自分でも借りてみたい！」と楽しい本に出会うことができました。 

学校では、旬間中以外にも、ボランティアさんによる朝の読み聞かせが行われています。

普段自分からは手を伸ばさないような本にも触れられるよい機会となっています。 

 

【スタンプラリーに挑戦！】 

 図書委員会の取組として、スタンプラリーを行い

ました。「物語の本」「課題図書」「○ページ以上の本」

など、カードに書いてある様々なジャンルの本を借

りて読むと、スタンプがもらえます。 

 スタンプがたまると「３冊借りてもいいよ券」や

「同じシリーズの本２冊でもいいよ券」をＧＥＴで

きます。 

 たくさんの子どもたちがスタンプを全部集めて、自分のほしい券をＧＥＴしていました。

これからもたくさん図書室に通い、たくさんの本に触れてほしいです。 

 

【ブラックシアター】 （1～3年生） 

「ブラックシアターまつぼっくり」の皆さんから、ブラ

ックシアターを見せてもらいました。暗闇に浮かび上がる

絵にびっくりしながらも、楽しいお話に聞き入っていまし

た。 

 

【親子で読書を楽しみましょう】 

 旬間中、ご家庭では親子読書にご協力いただきました。同じ本を一緒に声に出しながら読

んだり、別々の本を同じ時間に読んで紹介し合ったりしました。ぜひ、今後もお子さんと一

緒に読書する機会を設けてみてはいかがでしょうか。 

前期読書旬間 


